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～おかめ～

上棟式は「建前」または「棟上式」とも言われ、建物を造営し、柱や

梁、桁などの骨組みが完成した際に行う儀式の事です。始めに棟梁が

一番高い棟木に「おかめ（お多福）」のお面がついた幣束（へいそく）

を立てます。その「おかめ」のお面には、京都に関係した少し悲しい

物語があります。昔、千本釈迦堂（大報恩寺）の本堂を造営する際、

棟梁であった高次が 代りのない柱の寸法を切り誤ってしまい、困って

いました。それを見た妻のおかめが 枡組を用いたらどうかとアドバイス

し高次は本堂を無事に竣工させることができました。しかし、おかめは

女の提案で夫が大任を果たした事が知れてはと、上棟式を待たずに自害

しました。高次は妻の冥福を祈り「おかめ塚」を建て、おかめの名に

因んだ福面を付けた扇御幣を飾ったとされています。その後、大工の

信仰を得て、今も上棟式にはお多福の面を着けた御幣が飾られています。

大報恩寺は後の長い戦乱の時代にも災難を免れ、創建当時のまま建物が

残った事から“災難厄除”“招福祈願”を祈る建築業者の参拝や、

おかめの徳にあやかって“縁結び”“夫婦円満”を祈願する人々の

参拝が続いています。


